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  観音様のご縁日は毎月「１８日」と伝承されてきましたが、これとは別に室町時代

（1338 年～1573 年）以降に「欲日（功徳日）」と呼ばれる縁日が新たに加えられてきま

した。 

それが下の表のように 1 年を通じて「功徳日」と呼ばれ、この日に参拝すれば、百日

分、千日分の参拝に相当するご利益（功徳）が得られると信仰されてきたものです。 

中でも 7 月 10 日の功徳日は、そのご利益が千日分と最も多く、千日詣でと呼ばれ

ていましたが、浅草寺では、享保年間（1716年～11736年）頃より、「四万六千日」と呼

ぶようになり、そのご利益も四万六千日分に相当すると言われるようになったものです。

（四万六千は、ヨンマンロクセンでは無く、シマンロクセンです） 

功徳日一覧表 

１月１日       １００日  

２月晦日        ９０日  

３月４日       １００日  

４月１８日     １００日  

５月１８日     １００日  

６月１８日     ４００日  

７月１０日   ４６０００日  

８月２４日    ４０００日  

９月２０日     ３００日  

１０月１９日   ４００日  

１１月７日   ６０００日  

１２月１９日  ４０００日 

 

 それにしても、四万六千日分とは欲張ったものです、ゆうに 120 年を越しています、 

0 歳児で詣でれば、楽々一生をカバーします。 

 

 俗に「観音様」と言っているが、「観世音菩薩」または「観自在菩薩」のことである、他

にも色々の呼び名があるようです。 

チベット仏教では、チベットの国土と衆生は「観音菩薩の所化」と位置づけられ、最

上位に位置する化身ラマのダライ・ラマは観音菩薩の化身とされている。 

 

  （5,Jul,2013 記）                    


